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論    文    の    要    旨 
 
 アメリカ・ブルックヘブン国立研究所(BNL)の相対論的重イオン加速器(RHIC)において衝突ビー




























定を行うために、200GeV の金・金衝突における陽子−反陽子数分布形状の 6 次キュムラントの中
心衝突度依存性を世界に先駆けて測定したものである。統計的にランダムな揺らぎからの変化や、
原子核衝突をハドロン相互作用によりシミューレーションするモデル計算結果からの変化を観測










改善を、実際に RHIC 加速器の STAR 実験を用いて行われた２００GeV 金・金衝突実験におけるネットな
陽子分布の測定に適用し、さらに高次（６次）の揺らぎを世界で初めて測定した内容である。 
 その結果、理論的な計算と比較することにより、クロスオーバー相転移を示唆する結果が見えるが、まだ、
その結果を結論づけるには、この測定精度は不十分であると言わざるを得ない。しかしこの論文は、今後
数年間に渡り RHIC 加速器で実施される予定の第２期ビームエネルギー走査実験における、データ収集
実験と物理解析のための重要な布石となる結果であることが認められる。 
 
 
 〔最終試験結果〕 
  平成３０年２月９日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
